





Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 13) 
Evaluation of Effects of Nutrition Education Observed on 
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（指導群の3．　4倍），②体位がやや優れている，③食費がやや潤沢でφる，の三点が本質的な差異とし
て存在していた。また，指導群は悉皆調査であっても興数が少ないこと・さらに・複雑な要因が有機
的にかかわりあって営まれている食生活め，あるL点をとらえて，すなわち連続3日間の食事内容を
以て比較しようとするところに，研究方法としての限界があるζとも考慮しなければならない。従っ
’て，本調査の成績は湘対的な見方を余儀なくされる。
　緒言でも述べたように栄養指導効果の評価はきわめて難しい。本研究における指導群の属する地区
への栄養指導といえども，指導効果に期待を寄せる程濃密なものではなく，また，食生活改善は対象
の自主性に侯つところが大きいので，所得水準の上昇，生活環境の改善，マスコミュニケーショγの
影響，その他がむしろ主要な作用因子となって，対象世帯の食生活の内容を徐タに推移させているも
のと思われる。
　唯，ここで視点を変えて，指導群の属する尾神地’Xの幼児ρ栄養状況を，縦断的に観察するなら
ば，僻地幼児に乏しy・動物性食品の充足率の最近10年間の推移4）は，牛乳19％→75％，卵49％→94％，
肉類23％→35％であり，同じく動物性たん白質比は31％→44％に上昇している。そして総体的には，
目標値ン・ダーソに対する食品構成・・ターソの類似率はα8654→O・・9013・肌く摂取嬢パターソ噸
似率は0．9713→O．　9829と漸次改善され，今回の成績に到達していることがうかがわれる。横断的な比
較と同時に縦断的な観察所見も取り入れて，．到達度を検討することの意義を確認させられた。
　今回は生活環境要因とのクロス集計をしていないために・どの要因が如何に栄養摂恥状況にかかわ
っているかを知ることはできないが，融結果の還元のために母親ξ面接した際に・母親の蝕活観
の影響の少なくないヒとを痛感させられた。01son，　C．　M・ら10）の母親と子供の相互作用による食物嗜
好の形成と食事摂取のメカニズムに関する研兜も，母親の価値観の影響の大きいことを示唆してい
る。rｫらに，　Beyer，　N．　R．ら11）は母親との面接法により，同一人を学齢未満から小学校に至るまで継
鰯査した蘇渤児期と学童期の食習慣に高噸似性を見出レ生涯碑い醐に・適正練養摂
取の基本を教えることの重要性を指摘している。
　本対象地匿の場合，母親はかなりの労働を余儀なくさ誠，家事的生活時間を生み出し難い状況にお
かれておりジ他方s　．　tftEl料品入手上の制約もあるが冷興畷の饒で拗児の蝕活鰭がどの程
麟展するものであるかを見守り・引き続き婦人会活動の一環として・ささやかな栄養指導を鮒て
行：きたいと思う。　　　　　　　　　　　コ
要 約
、966年より、。年来ささやかな穀指導を試みて来た山榔住拗児にっい七跨の栄養指導効果を
評価す欲めに洞一地域内の他の地区の幼児の連続3日彫鱒内容との鰍において検討をL・
次の結果を得た。
．ω餌水靴ついては，vat・iability値，献立の・・ラソス評点・鱗食踊成パターソの基準
盈パターソに対する類似率，および食品の適量摂取児の比率は・いずれも指導群は対照群に比してや
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や低値であった。唯，指導群には充足率50％以下の摂取不足児は対照群より少なかった。
　（2｝栄養水準については，摂取栄養パターンの所要量パターンに対する類似率，栄養充足率，動物
性たん自質比，アミノ酸価，および栄養素の適量摂取児の比率は，いずれも指導群は対照群に比しや
や低値であった。しかしながら，指導群には充足率50％以下の栄養摂取不足児は皆無であり，対照群
には動物性たん白質とビタミソAに若干みられた。
　｛3）体位・体力評価については，身長，体重の推計基準値に対する比率は，指導群は対照群に比し
やや低値であり，体力評価は両群共に中位の成績であった。
　以上，いずれも推計学的に有意ではなかったが，これらの成績からは，栄養指導の効果は連続3日
間の食事内容に反映しているとはいい難い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　終りに臨み，終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し上げます。ま
た，調査にご協力いただきました調査対象世帯の方々ならびに調査結果の還元に際し，ご協力いただ
きました本学家政科食物専攻第13回生の有志の方々に対しまして，深く感謝申し上げます。
　　　！　本研究の要旨は，日本栄養・食糧学会第13回総会（1977年5月，東京都）において発表した。
?
献
1）　Sandstead，　H．　H．　et　al．：Nutritional　Evaluation　of　Preschool　Children，　Nutrition　Reviews，30（2），34～37，
　1972．
2）Greaves，　J．　P．＆Berry，　W．　T．　C．：Medioa1，　Social　and　Economic　Aspects　of　Assessment　of　Nutritional
　Status，　Series　of　the　Institute　for　Nutrition　Research，20，1～9，1972．
3）　岡田玲子：幼児の食生活に関する研究（第1報），栄養と食糧，26，191，1973．
4）　岡田玲子：幼児の食生活に関する研究，県立女子短期大学研究紀要，第4集，54（1967），第5集，53（1968），
　第11集，89（1974），第12集，33（1975），第13集，27（1976），第14集，25（1977），第15築，113（1978）．
5）厚生省公衆衛生局栄養課監修：昭和50年改定日本人の栄養所要量と解説，第一出版，1975．
6）手塚朋通ほか：年齢，性，労作，妊婦，授乳婦別食糧構成，栄旋学雑誌，28，89，1970．
　　　　　t7）有山　恒編：食物の機能と生態，p．148．同文書院，1974．
8）田村真八郎ほか：食糧消費パターソの数量的研究，栄養と食糧，22，559，1969．
9）新潟県教育委員会編：幼児の体力テストとその活用のしかた，1969．
10）Olson，　C．　M．　et　a1．：Parent・Child　lnteraction；Its　Relation　to　Growth　and　Weight，　J．　of　Nutrition　Education，
　8，67・》70，1976．
11）Beyer，　N．　R．＆Morris，　P．　M．：Food　Attitudes　and　Snadking　Patterns　of　Young　Children，　J．　of　Nutrition
　Education，6，131～133，1974．
